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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、東証株価
指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）に連動する投資成
果をあげることをめざしております。当作成期につ
きましてもそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワＴＯＰＩＸインデックス
（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／国内／株式／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ・ＴＰＸイ

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 18, 906円

純資産総額 30, 727百万円

第 9期
騰 落 率 5. 1％

分 配 金 360円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<4660>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：18, 333円
期　末：18, 906円（分配金360円）
騰落率：5. 1％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「トピックス・インデックス・マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の株式に投資した
結果、株式市況が上昇したことを反映して、基準価額も上昇しました。くわしくは「投資環境につ
いて」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  63円 0. 340％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は18, 549円です。

（投 信 会 社）  （39） （0. 208）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （20） （0. 110）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （4） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  0   0. 002  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （0） （0. 000）

（先物・オプション） （0） （0. 001）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 006  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  64   0. 347  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 35％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 35％

運用管理費用
（投信会社）
0. 21％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10, 189 13, 209 12, 400 15, 478 18, 333 18, 906
分配金（税込み） （円） ― 190 270 210 240 360
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 31. 5 △4. 1 26. 5 20. 0 5. 1

ＴＯＰＩＸ（配当込み）
騰落率 （％） ― 31. 8 △3. 8 27. 0 20. 4 5. 4

純資産総額 （百万円） 5, 083 2, 958 2, 264 5, 633 17, 564 30, 727
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会
社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利
用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸ
は、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又
は販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わ
ない。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「トピックス・インデックス・マザーファンド」の受益証券比率を高位に維持します。
■トピックス・インデックス・マザーファンド

当ファンドの運用の基本方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用を行っ
てまいります。

■国内株式市況
国内株式市況は、 2度の急落に見舞われたものの、当作成期首の水準まで回復しました。
国内株式市況は、当作成期首より円安の進行などが好感されて上昇し、2024年 7 月上旬には史上
最高値を更新しました。その後、米国の対中輸出規制強化への懸念などから半導体関連株主導で下
落し、 7月末から 8月初旬にかけては、日銀の利上げ決定と植田日銀総裁のタカ派発言、米国の雇
用統計の悪化などを受けて急速に円高が進行し、株価は歴史的な急落に見舞われました。しかし、
内田日銀副総裁のハト派発言などを受けて株価は急反発し、 9月初旬には急落直前の水準をほぼ回
復しました。その後は、 9月中旬にかけて円高が進行したことなどから一時的に下落しましたが、
高水準の自社株買いなどが支えとなり、徐々に下値を切上げて年末まで緩やかに上昇しました。
2025年 2 月中旬以降は、トランプ米国政権による関税引き上げや米国の経済指標の悪化、円高進行
などが懸念されて上値の重い展開となりましたが、 3月中旬以降は、日銀の利上げ観測などから銀
行株主導で上昇しました。 4月 2日に発表された米国の相互関税が事前予想よりも厳しいものと
なったことや、円高が急速に進行したことなどから株価は急落しましたが、同月 9日に相互関税の
上乗せ部分が発動された直後、その大部分の適用が90日間停止されたことや、円高が一服したこと
などが好感され、株価は急反発しました。 5月には、米中双方が関税を大幅に引き下げたことや企
業の旺盛な自社株買いなどが好感され、株価は続伸して当作成期末を迎えました。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期のベンチマークの騰落率は5. 4％、当ファンドの基準価額の騰落率は5. 1％となりました。
マザーファンドで組み入れている現物株式ポートフォリオの騰落率とベンチマークの騰落率との差
異、先物取引の影響、運用管理費用等のコストがかい離の要因として挙げられます。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
トピックス・インデックス・マザーファンド ＴＯＰＩＸ（配当込み）

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。

（％）

基準価額
ＴＯＰＩＸ（配当込み）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

■当ファンド
株式への投資は、「トピックス・インデックス・マザーファンド」の受益証券を組み入れること

によって行いました。
■トピックス・インデックス・マザーファンド

株式を中心に、一部ＴＯＰＩＸ先物取引も利用し、株式組入比率（株式先物を含む。）につきま
しては、当作成期を通じておおむね100％程度を維持しました。
株式ポートフォリオは、最適化の手法（株価変動を数理的にいくつかの要因に分解し、それに基
づいて、ポートフォリオがベンチマークと同じように変動するよう、銘柄、株数を決定するシステ
ム的な手法）を用いて構築しています。
当作成期中、資金変動への対応や、新規上場等のベンチマークの構成の変化への対応のため、随
時、株式の売買を行いました。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 375. 78円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 382. 36　
（ｃ）収益調整金 7, 865. 84　
（ｄ）分配準備積立金 641. 55　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 9, 265. 56　
（ｆ）分配金 360. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 8, 905. 56　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 360 
対基準価額比率 （％） 1. 87 
当期の収益 （円） 360 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 8, 905 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

■当ファンド
「トピックス・インデックス・マザーファンド」の受益証券比率を高位に維持します。
■トピックス・インデックス・マザーファンド

当ファンドの運用の基本方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用を行っ
てまいります。

今後の運用方針
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果を東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド トピックス・インデックス・マザーファンドの受益証券
トピックス・インデックス・
マザーファンド 東京証券取引所上場株式（上場予定を含みます。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

投資成果を東証株価指数（配当込み）の動きにできるだけ連動させるため、次のポートフォリオ管理を行ないます。
　イ．上記投資対象銘柄のうちの200銘柄以上に、原則として、分散投資を行ないます。
　ロ． ポートフォリオは、東証株価指数（配当込み）における業種別、銘柄別時価構成比率等を参考に、東証株価指数（配当

込み）との連動性を維持するよう構築します。
　ハ．株式の組入比率は、高位を保ちます。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 41. 7 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 14. 6 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 7. 4 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％） （2020年 6 月～2025年 5 月）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの組入資産の内容

純資産等

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

ファンドデータ

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 30, 727, 751, 543円
受益権総口数 16, 253, 287, 030口
1 万口当り基準価額 18, 906円
＊当期中における追加設定元本額は14, 304, 105, 605円、同解約元本額は7, 631, 587, 166円です。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■組入ファンド等
比　率

トピックス・インデックス・マザーファンド 101. 9％

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

101. 9％

日本

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

101. 9％
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ダイワＴＯＰＩＸインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要

■組入上位銘柄
銘　　　　　柄　　　　　名 比　　　　率

トヨタ自動車 3. 7％
ソニーグループ 2. 5
日立 2. 4
三菱UFJ フィナンシャルG 2. 3
リクルートホールディングス 1. 8
キーエンス 1. 8
三井住友フィナンシャルG 1. 7
三菱商事 1. 6
伊藤忠 1. 5
信越化学 1. 4

組入銘柄数 2, 108銘柄（先物含む）

 ◆トピックス・インデックス・マザーファンド（作成対象期間　2023年 9 月20日～2024年 9 月19日）
■基準価額の推移

（注 1） 基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■1万口当りの費用の明細
項　　　目

売買委託手数料 1円
（株式） （0） 
（新株予約権証券） （0） 
（先物・オプション） （0） 
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　　計 1  

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
22, 000

20, 000

18, 000

16, 000

14, 000

12, 000
（2023. 9. 19） （2024. 9. 19）

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

国内株式
98. 9％

その他 1. 1％ その他 1. 1％

国内株式先物
1. 1％

日本
98. 9％

日本 1. 1％ 日本・円
100. 0％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、日経平均
トータルリターン・インデックスに連動する投資成
果をあげることをめざしております。当作成期につ
きましてもそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ日経 2 2 5 インデックス
（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／国内／株式／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ 2 2 5 イ

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 20, 179円

純資産総額 4, 743百万円

第 9期
騰 落 率 2. 0％

分 配 金 290円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<4661>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：20, 059円
期　末：20, 179円（分配金290円）
騰落率：2. 0％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド」の受益証券を通して、ベンチマークへの連動
をめざした運用を行った結果、国内株式市況が上昇したことを受け、基準価額は上昇しました。く
わしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークは日経平均トータルリターン・インデックスです。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
24, 000

22, 000

20, 000

18, 000

16, 000

14, 000

（億円）
100
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40

20

0

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  69円 0. 340％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は20, 166円です。

（投 信 会 社）  （42） （0. 208）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （22） （0. 110）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （4） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  0   0. 001  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （0） （0. 000）

（先物・オプション）  （0） （0. 001）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  70   0. 347  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 35％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 35％

運用管理費用
（投信会社）
0. 21％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

17



ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 11, 262 15, 388 13, 812 17, 609 20, 059 20, 179
分配金（税込み） （円） ― 220 160 290 270 290
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 38. 6 △9. 2 29. 6 15. 4 2. 0

日経平均トータルリターン・
インデックス騰落率 （％） ― 38. 9 △8. 9 30. 2 15. 9 2. 5

純資産総額 （百万円） 376 439 1, 748 2, 895 3, 408 4, 743
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。

　「日経平均トータルリターン・インデックス」に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属しま
す。日本経済新聞社は「日経平均トータルリターン・インデックス」を継続的に公表する義務を負うものではなく、その誤謬、
遅延または中断に関して責任を負いません。また、「ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）」について、日本経済
新聞社は一切の責任を負うものではありません。

（円） （2020. 6. 15～2025. 6. 16）
25, 000

20, 000

15, 000

10, 000

5, 000

（億円）
200

150

100

50

0

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

前作成期末における「今後の運用方針」

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして「ストックイン
デックス 2 2 5 ・マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れて運用を行ってまいります。
■ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド

当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用を行ってまい
ります。

■国内株式市況
国内株式市況は、 2度の急落に見舞われたものの、当作成期首の水準まで回復しました。
国内株式市況は、当作成期首より円安の進行などが好感されて上昇し、2024年 7 月上旬には史上
最高値を更新しました。その後、米国の対中輸出規制強化への懸念などから半導体関連株主導で下
落し、 7月末から 8月初旬にかけては、日銀の利上げ決定と植田日銀総裁のタカ派発言、米国の雇
用統計の悪化などを受けて急速に円高が進行し、株価は歴史的な急落に見舞われました。しかし、
内田日銀副総裁のハト派発言などを受けて株価は急反発し、 9月初旬には急落直前の水準をほぼ回
復しました。その後は、 9月中旬にかけて円高が進行したことなどから一時的に下落しましたが、
高水準の自社株買いなどが支えとなり、徐々に下値を切上げて年末まで緩やかに上昇しました。
2025年 2 月中旬以降は、トランプ米国政権による関税引き上げや米国の経済指標の悪化、円高進行
などが懸念されて上値の重い展開となりましたが、 3月中旬以降は、日銀の利上げ観測などから銀
行株主導で上昇しました。 4月 2日に発表された米国の相互関税が事前予想よりも厳しいものと
なったことや、円高が急速に進行したことなどから株価は急落しましたが、同月 9日に相互関税の
上乗せ部分が発動された直後、その大部分の適用が90日間停止されたことや、円高が一服したこと
などが好感され、株価は急反発しました。 5月には、米中双方が関税を大幅に引き下げたことや企
業の旺盛な自社株買いなどが好感され、株価は続伸して当作成期末を迎えました。
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期のベンチマークの騰落率は2. 5％、当ファンドの基準価額の騰落率は2. 0％となりました。
先物取引の影響、運用管理費用、売買等のコストなどが差異の要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

＊ベンチマークは日経平均トータルリターン・インデックスです。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ストックインデックス 2 2 5・マザーファンド 日経平均トータルリターン・インデックス

（％）
3. 0
2. 5
2. 0
1. 5
1. 0
0. 5
0. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

基準価額
日経平均トータルリターン・
インデックス

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■当ファンド
「ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド」の受益証券をほぼ100％組み入れて運用を行

いました。なお、当作成期末の実質株式組入比率（日経平均先物を含む。以下同じ。）は101. 3％と
なっておりますが、翌営業日計上のマザーファンド解約金額を考慮した実質組入比率は100％程度
となっております。
■ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド

株式の組み入れを中心に、日経平均先物取引も一部利用し、当作成期を通じて、実質株式組入比
率をおおむね99％程度以上の水準に維持しました。
株式ポートフォリオにつきましては、ベンチマーク採用銘柄のうち当社独自の基準で財務リスク
が高いと判断される銘柄を除いた残りすべての銘柄に投資を行い、ベンチマークの動きに連動する
ように、ポートフォリオを構築し運用しております。当作成期につきましては、採用銘柄すべてを
組み入れて運用を行いました。
また、ベンチマーク採用銘柄の入替え時には、その都度、組入銘柄の入替えを行い、連動性の維
持に努めました。
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 290 
対基準価額比率 （％） 1. 42 
当期の収益 （円） 290 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 10, 178 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 292. 92円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 19. 91　
（ｃ）収益調整金 10, 143. 84　
（ｄ）分配準備積立金 12. 15　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 10, 468. 83　
（ｆ）分配金 290. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 10, 178. 83　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして「ストックイン
デックス 2 2 5 ・マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れて運用を行ってまいります。
■ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド

当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用を行ってまい
ります。

今後の運用方針
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果を日経平均トータルリターン・インデックスの動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンドの受益証券
ストックインデックス 2 2 5 ・
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場株式のうち日経平均トータルリターン・インデックスに採用
された銘柄

マザーファンド
の 運 用 方 法

投資成果を日経平均トータルリターン・インデックスの動きにできるだけ連動させるため、次のポートフォリオ管理を行ない
ます。
（イ）上記投資対象銘柄のうちの200銘柄以上に、原則として、等株数投資を行ないます。
（ロ）株式の組入比率は、高位を保ちます。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 56. 2 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 14. 9 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 10. 5 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％） （2020年 6 月～2025年 5 月）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

24



ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの組入資産の内容

純資産等

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

ファンドデータ

■組入ファンド等
比　率

ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド 101. 4％

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 4, 743, 630, 228円
受益権総口数 2, 350, 795, 154口
1 万口当り基準価額 20, 179円
＊当期中における追加設定元本額は4, 921, 775, 792円、同解約元本額は4, 270, 181, 978円です。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

101. 4％ 101. 4％

日本

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％
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ダイワ日経 2 2 5 インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要

■組入上位銘柄
銘　　　　　柄　　　　　名 比　　　　率

ファーストリテイリング 11. 6％
東京エレクトロン 5. 8
ソフトバンクグループ 4. 2
NK225    先物 0612月 買 4. 2
アドバンテスト 4. 2
ＫＤＤＩ 2. 4
信越化学 2. 4
リクルートホールディングス 2. 3
ＴＤＫ 2. 2
テルモ 1. 8

組入銘柄数 226銘柄（先物含む）

◆ストックインデックス 2 2 5 ・マザーファンド（作成対象期間　2023年 9 月20日～2024年 9 月19日）
■基準価額の推移

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■1万口当りの費用の明細
項　　　目

売買委託手数料 1円
（株式） （0） 
（先物・オプション） （1） 
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　　計 1  

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
60, 000

55, 000

50, 000

45, 000

40, 000

35, 000
（2023. 9. 19） （2024. 9. 19）

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

国内株式
95. 8％

その他 4. 2％

国内株式先物
4. 2％

日本
95. 8％

その他 4. 2％

日本・円
100. 0％

日本 4. 2％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、外国の株式（ＤＲ（預託証券）を
含みます。）に投資し、ＭＳＣＩコクサイ指数（配
当込み、円ヘッジ・ベース）に連動する投資成果を
あげることをめざしております。当作成期につきま
してもそれに沿った運用を行ないました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国株式インデックス
（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／株式／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ外国株イ有

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 17, 862円

純資産総額 30, 115百万円

第 9期
騰 落 率 6. 4％

分 配 金 240円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<5694>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：17, 021円
期　末：17, 862円（分配金240円）
騰落率：6. 4％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド」の受益証券を通じて、ベンチマークの動
きに連動させることをめざして運用を行った結果、海外株式市況が上昇したことを受け、基準価額
は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ヘッジ・ベース）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
19, 000

18, 000

17, 000

16, 000

15, 000
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（億円）
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  78円 0. 444％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は17, 607円です。

（投 信 会 社）  （55） （0. 313） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （19） （0. 110） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （4） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  1   0. 007  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （1） （0. 005）
（先物・オプション）  （0） （0. 002）
（投 資 証 券）  （0） （0. 000）

有価証券取引税  1   0. 007  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株 式）  （1） （0. 007）
（投 資 証 券）  （0） （0. 000）
そ の 他 費 用  4   0. 023  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （3） （0. 016） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （1） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （0） （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  85   0. 480  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 47％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 47％

運用管理費用
（投信会社）
0. 31％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 02％
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 11, 475 15, 732 13, 560 15, 031 17, 021 17, 862
分配金（税込み） （円） ― 210 160 180 240 240
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 38. 9 △12. 8 12. 2 14. 8 6. 4

ＭＳＣＩコクサイ指数
（税引後配当込み、
円ヘッジ・ベース）騰落率

（％） ― 39. 3 △12. 6 12. 2 15. 0 6. 7

純資産総額 （百万円） 7, 959 11, 208 9, 983 12, 818 22, 623 30, 115
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ヘッジ・ベース）騰落率は、ＭＳＣＩ Ｉｎｃ．（ ｢ＭＳＣＩ｣ ）の承諾を得て、同指数の原データ

をもとに大和アセットマネジメントが計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ヘッジ・ベース）は、ＭＳＣＩが開発し
た指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。またＭＳＣＩは、同指数の内容を変更する権利
および公表を停止する権利を有しています。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、ＭＳＣＩは本ファ
ンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。
［https://www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（2020. 6. 15～2025. 6. 16）

（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド」の受益
証券の組入比率を高位に維持します。

■外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド
当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行っ
てまいります。また、保有実質外貨建資産については、為替ヘッジを行います。

■海外株式市況
海外株式市況は上昇しました。
海外株式市況は、当作成期首より、米国の利下げ期待が高まり米国金利が低下基調で推移したこ
とや、フランスの総選挙を巡る不安が一服したことなどを背景に、全体として株価は上昇しまし
た。2024年 8 月に入ると、米国の雇用統計の悪化などによる米国景気減速懸念の強まりで急落しま
したが、その後の良好な米国景気指標を受けて米国景気への過度な懸念が和らぐと、月半ばにかけ
て株価は急反発しました。 9月上旬は、米国のＩＳＭ製造業景況感指数などの下振れを受けた米国
景気減速懸念の再燃により下落しましたが、米国半導体大手エヌビディアのＣＥＯ（最高経営責任
者）が次世代ＡＩ（人工知能）半導体需要に対して強気の見通しを示すと、上昇しました。11月に
入ると、米国大統領選挙でトランプ氏が当選したことで、経済政策への期待から米国株式を中心に
上昇しました。その後、12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）でのタカ派姿勢を受けて欧米
金利が上昇し、株価は下落しました。2025年 1 月には、トランプ米国大統領の就任初日の関税導入
が回避されたことや、トランプ大統領が巨額のＡＩ関連投資を発表したことから上昇しましたが、
4月に入ると、トランプ政権による相互関税が想定よりも厳しい内容となったことを受けて世界経
済への影響が懸念され、急落しました。しかしその後、相互関税の上乗せ税率適用の90日間停止が
発表されると反発しました。 6月に入ると、中東における地政学リスクの高まりと、まちまちな経
済指標を背景に反落して当作成期末を迎えました。
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当作成期のベンチマークの騰落率は6. 7％、当ファンドの基準価額の騰落率は6. 4％となりました。
マザーファンドで組み入れているポートフォリオの騰落率とベンチマークの騰落率との差異、為替
ヘッジにかかるコスト、運用管理費用・売買委託手数料や保管費用等のコスト負担がかい離要因とし
て挙げられます。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）

基準価額
ＭＳＣＩコクサイ指数
（税引後配当込み、円ヘッジ・ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

＊ベンチマークはＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ヘッジ・ベース）です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ヘッジ・

ベース）

■当ファンド
「外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド」の受益証券組入比率は、当作成期を通じ
ておおむね100％程度を維持しました。
■外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド

ファンドの資産規模や資金動向、売買コストの抑制等を勘案しながら、リスクモデルを利用して
外国株式（投資信託証券、株式先物を含む。）のポートフォリオを構築し、また保有実質外貨建資
産については為替ヘッジを行うことで、基準価額とベンチマークとの連動性を維持・向上させるよ
う運用を行いました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）
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当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 240 
対基準価額比率 （％） 1. 33 
当期の収益 （円） 240 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 7, 862 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 247. 80円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 417. 72　
（ｃ）収益調整金 6, 814. 97　
（ｄ）分配準備積立金 621. 81　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 8, 102. 31　
（ｆ）分配金 240. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 7, 862. 31　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド」の受益
証券の組入比率を高位に維持します。

■外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド
当ファンドの運用方針に基づき、ベンチマークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行っ
てまいります。また、保有実質外貨建資産については、為替ヘッジを行います。

今後の運用方針
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果をＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ヘッジ・ベース）の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド 外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンドの受益証券
外国株式インデックス
為替ヘッジ型マザーファンド

海外の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含みま
す。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として海外の株式（預託証券を含みます。）に投資し、投資成果をＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ヘッジ・ベー
ス）の動きに連動させることをめざして運用を行なうことを基本とします。
②保有外貨建資産については、ＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ヘッジ・ベース）の動きに連動させることをめざして為
替ヘッジを行ないます。
③運用の効率化を図るため、株式指数先物取引等を利用することがあります。このため、株式等の組入総額ならびに株式指数
先物取引等の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 49. 3 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 11. 0 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 19. 5 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 30, 115, 718, 324円
受益権総口数 16, 859, 921, 911口
1 万口当り基準価額 17, 862円
＊ 当期中における追加設定元本額は16, 814, 410, 901円、同解約元本額は13, 245, 652, 853円で
す。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

■組入ファンド等
比　率

外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド 101. 3％

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
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90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
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40. 0％
30. 0％
20. 0％
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0. 0％

101. 3％ 101. 3％

日本

110. 0％
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70. 0％
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20. 0％
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0. 0％
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組入上位ファンドの概要
◆外国株式インデックス為替ヘッジ型マザーファンド（作成対象期間　2024年１月11日～2025年１月10日）

（注１）基準価額の推移、１万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注２）１万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注３）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注４）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注５）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。
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スイス 2.3％
ドイツ 2.1％
オーストラリア 1.8％
オランダ 1.1％
その他 8.5％（％）

■国別配分

日本・円
99.3％

その他
0.7％

■通貨別配分

（円）

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

36,000

（2024.１.10） （2025.１.10）

■基準価額の推移 ■１万口当りの費用の明細
項 目

売買委託手数料 3円
（株式） （2）
（先物・オプション） （1）
（投資証券） （0）
有価証券取引税 2
（株式） （2）
（投資証券） （0）
その他費用 7
（保管費用） （7）
（その他） （0）
合 計 11

■組入上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

APPLE INC アメリカ・ドル 5.3％
NVIDIA CORP アメリカ・ドル 5.0
MICROSOFT CORP アメリカ・ドル 4.3
S&P500 EMINI MAR 25 買 アメリカ・ドル 3.1
AMAZON.COM INC アメリカ・ドル 3.0
META PLATFORMS INC CLASS A アメリカ・ドル 1.9
TESLA INC アメリカ・ドル 1.6
ALPHABET INC-CL A アメリカ・ドル 1.6
BROADCOM INC アメリカ・ドル 1.5
ALPHABET INC-CL C アメリカ・ドル 1.4

組入銘柄数 1,211銘柄（先物含む）
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、外国の株式（ＤＲ（預託証券）を
含みます。）に投資し、ＭＳＣＩコクサイ指数（配
当込み、円ベース）に連動する投資成果をあげるこ
とをめざしております。当作成期につきましてもそ
れに沿った運用を行ないました。ここに、運用状況
をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国株式インデックス
（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／株式／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ外国株イ無

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 28, 942円

純資産総額 28, 930百万円

第 9期
騰 落 率 3. 6％

分 配 金 290円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<5695>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：28, 215円
期　末：28, 942円（分配金290円）
騰落率：3. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「外国株式インデックスマザーファンド」の受益証券を通じて、ベンチマークの動きに連動させ
ることをめざして運用を行った結果、為替相場は対円で下落（円高）しましたが、海外株式市況が
上昇したことにより、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ベース）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
32, 000
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28, 000

26, 000

24, 000

22, 000

（億円）
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

10月 11月 12月 2025年
1 月

7 月 2 月 3月 4月 5月8月 9月
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  127円 0. 444％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は28, 623円です。

（投 信 会 社）  （89） （0. 313） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （31） （0. 110） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （6） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  1   0. 003  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （1） （0. 002）
（先物・オプション）  （0） （0. 001）
（投 資 証 券）  （0） （0. 000）

有価証券取引税  1   0. 005  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株 式）  （1） （0. 005）
（投 資 証 券）  （0） （0. 000）
そ の 他 費 用  6   0. 021  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （4） （0. 015） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （2） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （0） （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  135   0. 473  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 47％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 47％

運用管理費用
（投信会社）
0. 31％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 02％

43



ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 11, 489 16, 693 17, 240 20, 912 28, 215 28, 942
分配金（税込み） （円） ― 140 190 220 250 290
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 46. 5 4. 4 22. 6 36. 1 3. 6

ＭＳＣＩコクサイ指数
（税引後配当込み、
円ベース）騰落率

（％） ― 46. 9 4. 5 22. 9 36. 3 4. 0

純資産総額 （百万円） 223 10, 845 6, 056 7, 477 25, 879 28, 930
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ベース）は、ＭＳＣＩ Ｉｎｃ．（ ｢ＭＳＣＩ｣ ）の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（税

引後配当込み、米ドルベース）をもとに大和アセットマネジメントが円換算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、米
ドルベース）は、ＭＳＣＩが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。また
ＭＳＣＩは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、ま
たは宣伝されるものではなく、ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いませ
ん。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。

（円） （億円）

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■海外株式市況
海外株式市況は上昇しました。
海外株式市況は、当作成期首より、米国の利下げ期待が高まり米国金利が低下基調で推移したこ
とや、フランスの総選挙を巡る不安が一服したことなどを背景に、全体として株価は上昇しまし
た。2024年 8 月に入ると、米国の雇用統計の悪化などによる米国景気減速懸念の強まりで急落しま
したが、その後の良好な米国景気指標を受けて米国景気への過度な懸念が和らぐと、月半ばにかけ
て株価は急反発しました。 9月上旬は、米国のＩＳＭ製造業景況感指数などの下振れを受けた米国
景気減速懸念の再燃により下落しましたが、米国半導体大手エヌビディアのＣＥＯ（最高経営責任
者）が次世代ＡＩ（人工知能）半導体需要に対して強気の見通しを示すと、上昇しました。11月に
入ると、米国大統領選挙でトランプ氏が当選したことで、経済政策への期待から米国株式を中心に
上昇しました。その後、12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）でのタカ派姿勢を受けて欧米
金利が上昇し、株価は下落しました。2025年 1 月には、トランプ米国大統領の就任初日の関税導入
が回避されたことや、トランプ大統領が巨額のＡＩ関連投資を発表したことから上昇しましたが、
4月に入ると、トランプ政権による相互関税が想定よりも厳しい内容となったことを受けて世界経
済への影響が懸念され、急落しました。しかしその後、相互関税の上乗せ税率適用の90日間停止が
発表されると反発しました。 6月に入ると、中東における地政学リスクの高まりと、まちまちな経
済指標を背景に反落して当作成期末を迎えました。
■為替相場
為替相場は対円で下落しました。
対円為替相場は、当作成期首より、日銀が金融政策決定会合により、国債の買入れ減額を決定し
たものの、具体的な減額計画が先送りされたことで日銀の緩和的な姿勢が意識され、円は弱含む展
開となり、投資対象通貨は上昇（円安）しました。2024年 7 月以降は、日銀が 7月の金融政策決定
会合において緩和的な金融政策を修正するとの観測が強まったことなどから大幅な円高に転じ、日
銀が実際に利上げを決定した後も追加利上げへの警戒感がくすぶったことから、円高基調となりま
した。10月に入ると、米国金利が大きく上昇したことで日米金利差の拡大が意識され、投資対象通
貨は対円で上昇しました。11月以降は、おおむね米国金利の動きに連れる展開となり、日銀総裁が
利上げを継続する方針を示したこともあり、投資対象通貨は対円で下落する展開となりました。12
月には、日銀が金融政策決定会合において、政策金利を据え置いたことから、投資対象通貨は対円
で上昇しました。2025年に入ると、日銀が利上げを行う可能性が高まったことから米ドルは対円で
下落し、その他の投資対象通貨も、おおむね米ドル円に連れた動きとなり、対円で下落しました。
4月に入ると、米国の相互関税発表を発端として市場参加者のリスク回避姿勢が強まったことや、
米国で利下げ織り込みが加速して日米の短期金利差の縮小が意識されたことから、米ドルは対円で
下落しました。一方、ユーロは、2025年 3 月にドイツの財政ルールの改正案が可決され、国防費と
インフラ（社会基盤）投資を大幅に増加させる方針が決定されたことを受けて、当作成期末にかけ
て対円で上昇しました。
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ダイワ外国株式インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

前作成期末における「今後の運用方針」
■当ファンド

「外国株式インデックスマザーファンド」の受益証券をほぼ100％組み入れることで、ベンチ
マークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行ってまいります。
■外国株式インデックスマザーファンド
ベンチマークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行ってまいります。

当作成期のベンチマークの騰落率は4. 0％、当ファンドの基準価額の騰落率は3. 6％となりました。
マザーファンドで組み入れているポートフォリオの騰落率とベンチマークの騰落率との差異、運用
管理費用、売買コスト等がかい離要因として挙げられます。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）
4. 5
4. 0
3. 5
3. 0
2. 5
2. 0
1. 5
1. 0
0. 5
0. 0

基準価額
ＭＳＣＩコクサイ指数
（税引後配当込み、円ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「外国株式インデックスマザーファンド」の受益証券をほぼ100％組み入れました。
■外国株式インデックスマザーファンド

外国株式を中心に、Ｓ＆Ｐ500先物取引等も一部利用し、株式組入比率（投資信託証券、株価指
数先物を含む。）につきましては、当作成期を通じておおむね100％程度の水準を維持しました。
外国株式等のポートフォリオ構築にはリスクモデルを利用し、ファンドの資産規模や資金動向、
売買コストの抑制等を勘案しながら、基準価額とベンチマークとの連動性を維持・向上させるよう
運用を行いました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊ベンチマークはＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ベース）です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
外国株式インデックスマザーファンド ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円ベース）
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当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 348. 35円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 174. 64　
（ｃ）収益調整金 17, 351. 52　
（ｄ）分配準備積立金 1, 357. 68　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 19, 232. 21　
（ｆ）分配金 290. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 18, 942. 21　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 290 
対基準価額比率 （％） 0. 99 
当期の収益 （円） 290 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 18, 942 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

■当ファンド
「外国株式インデックスマザーファンド」の受益証券をほぼ100％組み入れることで、ベンチ

マークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行ってまいります。
■外国株式インデックスマザーファンド
ベンチマークの動きに連動する投資成果をめざして運用を行ってまいります。

今後の運用方針
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果をＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ベース）の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド 外国株式インデックスマザーファンドの受益証券
外国株式インデックス
マザーファンド 外国の株式（預託証書を含みます。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として外国の株式（預託証書を含みます。）に投資し、投資成果をＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ベース）の動き
に連動させることをめざして運用を行なうことを基本とします。
②保有外貨建資産について、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは行ないません。なお、保有外貨建資産の売買代
金、償還金、配当金等の受取りまたは支払いにかかる為替予約等を行なうことができるものとします。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 56. 0 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 21. 7 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 5. 7 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 28, 930, 503, 249円
受益権総口数 9, 995, 953, 351口
1 万口当り基準価額 28, 942円
＊ 当期中における追加設定元本額は11, 344, 974, 483円、同解約元本額は10, 521, 281, 556円で
す。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■組入ファンド等
比　率

外国株式インデックスマザーファンド 101. 0％

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

101. 0％ 101. 0％

日本

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％
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組入上位ファンドの概要

◆外国株式インデックスマザーファンド（作成対象期間　2023年12月 1 日～2024年12月 2 日）
■基準価額の推移 ■ 1万口当りの費用の明細

項　　　目
売買委託手数料 3円
（株式） （2） 
（先物・オプション） （1） 
（投資証券） （0） 
有価証券取引税 5  
（株式） （5） 
（投資証券） （0） 
その他費用 10  
（保管費用） （10） 
（その他） （0） 

合　　　計 18  

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■組入上位銘柄
銘　　　　　柄　　　　　名 通　　　　貨 比　　　　率

APPLE INC アメリカ・ドル 5. 2％
NVIDIA CORP アメリカ・ドル 4. 9
MICROSOFT CORP アメリカ・ドル 4. 3
AMAZON. COM INC アメリカ・ドル 2. 8
S&P500 EMINI DEC 24 買 アメリカ・ドル 2. 1
META PLATFORMS INC CLASS A アメリカ・ドル 1. 8
TESLA INC アメリカ・ドル 1. 4
ALPHABET INC-CL A アメリカ・ドル 1. 4
ALPHABET INC-CL C アメリカ・ドル 1. 2
BROADCOM INC アメリカ・ドル 1. 0

組入銘柄数 1, 212銘柄（先物含む）

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
80, 000

70, 000

60, 000

50, 000

40, 000
（2023. 11. 30） （2024. 12. 2）

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

外国株式
94. 7％

外国投資信託証券 0. 0％
外国リート 1. 9％

その他 3. 4％

外国株式先物
3. 5％

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物
アメリカ 2. 1％ アメリカ・ドル

78. 5％

ユーロ
7. 8％

イギリス・ポンド
3. 6％

カナダ・ドル 3. 3％
スイス・フラン 2. 4％

オーストラリア・ドル
1. 9％

その他 2. 6％

その他 1. 4％

アメリカ
76. 0％

その他 8. 2％

イギリス 3. 4％

フランス 2. 5％
カナダ 2. 9％

スイス 2. 1％
ドイツ 2. 1％
オーストラリア 1. 7％
オランダ 1. 0％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、わが国の公社債に投資し、ダイ
ワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数に連
動する投資成果をめざしております。当作成期につ
きましてもそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ日本債券インデックス
（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／国内／債券／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ日本債イ

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 8, 925円

純資産総額 19, 522百万円

第 9期
騰 落 率 △3. 7％

分 配 金 100円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<4662>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：9, 373円
期　末：8, 925円（分配金100円）
騰落率：△3. 7％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「日本債券インデックスマザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の公社債に投資した結
果、債券価格が下落したことなどを受け、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境につい
て」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはダイワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  25円 0. 273％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 241円です。

（投 信 会 社）  （15） （0. 163）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （8） （0. 092）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 018） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 006  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  26   0. 279  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 28％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 28％

運用管理費用
（投信会社）
0. 16％

運用管理費用
（販売会社）
0. 09％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10, 235 10, 197 9, 848 9, 857 9, 373 8, 925
分配金（税込み） （円） ― 0 0 5 60 100
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― △0. 4 △3. 4 0. 1 △4. 3 △3. 7

ダイワ・ボンド・インデックス
（ＤＢＩ）総合指数騰落率 （％） ― △0. 2 △3. 3 0. 3 △4. 1 △3. 5

純資産総額 （百万円） 18, 594 5, 774 18, 663 24, 860 21, 017 19, 522
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■国内債券市況
国内債券市況は下落しました。
国内長期金利は、当作成期首より、円安対策としての追加利上げおよび国債買入れ減額の観測が
高まる中で、 1％を挟んだ推移となりました。しかし、追加利上げを決めた2024年 7 月の日銀金融
政策決定会合後には、株価急落を受けたリスク回避の動きや米国金利の低下（債券価格は上昇）の
影響で国内長期金利は急低下し、一時0. 8％を割り込みました。 8月から 9月にかけては、米国金
利が低下する一方で日銀の追加利上げ観測がくすぶり、おおむね0. 8％台で推移しました。10月以
降は、米国金利の上昇（債券価格は下落）に加えて為替相場での円安進行もあり、大幅に上昇しま
した。特に、日銀が2025年 1 月の金融政策決定会合で追加利上げを決定し、政策金利が17年ぶりに
0. 5％に到達した後も利上げを継続する姿勢を示したことで、利上げの最終到達地点の市場見通し
が切り上がり、金利上昇ペースが加速しました。また 3月には、財政規律を重んじるドイツが防衛
費増額等のため財政拡張に舵を切り、ドイツ金利が急騰した余波で、国内長期金利は1. 5％を突破
しました。しかし 4月に入ると、トランプ米国政権が発表した相互関税による世界経済の下振れリ
スクが懸念され、また株価急落を受けたリスク回避の動きもあり、長期金利は1. 1％付近まで急低
下しました。その後は、米中貿易交渉の進展を受けてリスク回避姿勢が和らぎ、再度1. 5％を上回
る局面もありましたが、当作成期末にかけては、米国の関税政策や中東情勢の緊迫化による景気下
押し懸念から、1. 4％付近へ低下しました。

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「日本債券インデックスマザーファンド」の受益証券を組み入れ、ベンチマークに連動すること
をめざした運用を行います。
■日本債券インデックスマザーファンド

今後も、ベンチマークとの高い連動性を維持するように運用を行います。残存年限別構成や債券
種別構成、金利や信用スプレッド（国債以外の債券における国債との利回り格差）への感応度を厳
密に管理するとともに、ファンドの資金流出入や毎月末に行われるベンチマークのユニバース変更
に対しては、売買コストに十分配慮しつつ、きめ細かなポートフォリオのリバランスを行います。
なお、ベンチマークに含まれる債券のうち、格付けの低い銘柄については、信用リスク管理や流
動性確保の観点から投資を見送ることもあります。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期のベンチマークの騰落率は△3. 5％、当ファンドの基準価額の騰落率は△3. 7％となりまし
た。
当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の差異は△0. 2％でした。差異の内訳は、運用管
理費用等の要因によるベンチマークとの差異が△0. 3％程度、「日本債券インデックスマザーファン
ド」におけるベンチマークとの差異が0. 1％程度となっており、信託報酬要因を除くと、ベンチマー
クにおおむね連動した運用結果となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）

基準価額
ダイワ・ボンド・インデックス
（ＤＢＩ）総合指数

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

0. 0
-0. 5
-1. 0
-1. 5
-2. 0
-2. 5
-3. 0
-3. 5
-4. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「日本債券インデックスマザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、ベンチマークに連動す
ることをめざした運用を行いました。
■日本債券インデックスマザーファンド

当ファンドの基準価額の騰落率が、ベンチマークの騰落率に連動することをめざしたポートフォ
リオ構築を行いました。当作成期を通じて、公社債組入比率を高位に保つと同時に、ポートフォリ
オの満期構成やデュレーション、金利や信用スプレッド（国債以外の債券における国債との利回り
格差）の変動に対する感応度などをベンチマークに適切に近づけることにより、高い連動性を維持
しました。また、ファンドの資金流出入や毎月末に行われるベンチマークのユニバース変更に対応
して、ポートフォリオのリバランスを適宜行いました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊ベンチマークはダイワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
日本債券インデックスマザーファンド ダイワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■当ファンド
「日本債券インデックスマザーファンド」の受益証券を組み入れ、ベンチマークに連動すること
をめざした運用を行います。
■日本債券インデックスマザーファンド

今後も、ベンチマークとの高い連動性を維持するように運用を行います。残存年限別構成や債券
種別構成、金利や信用スプレッド（国債以外の債券における国債との利回り格差）への感応度を厳
密に管理するとともに、ファンドの資金流出入や毎月末に行われるベンチマークのユニバース変更
に対しては、売買コストに十分配慮しつつ、きめ細かなポートフォリオのリバランスを行います。
なお、ベンチマークに含まれる債券のうち、格付けの低い銘柄については、信用リスク管理や流
動性確保の観点から投資を見送ることもあります。

今後の運用方針

分配金について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 48. 36円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 452. 50　
（ｄ）分配準備積立金 13. 05　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 513. 92　
（ｆ）分配金 100. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 413. 92　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 100 
対基準価額比率 （％） 1. 11 
当期の収益 （円） 48 
当期の収益以外 （円） 51 

翌期繰越分配対象額 （円） 413 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果をダイワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド 日本債券インデックスマザーファンドの受益証券
日本債券インデックス
マザーファンド わが国の公社債

マザーファンド
の 運 用 方 法

主としてわが国の公社債に投資し、投資成果をダイワ・ボンド・インデックス（ＤＢＩ）総合指数の動きに連動させることを
めざして運用を行なうことを基本とします。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 0. 4 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 △ 2. 1 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 5. 4 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

■組入ファンド等
比　率

日本債券インデックスマザーファンド 99. 9％
その他 0. 1

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 19, 522, 069, 074円
受益権総口数 21, 872, 634, 914口
1 万口当り基準価額 8, 925円
＊ 当期中における追加設定元本額は13, 807, 969, 263円、同解約元本額は14, 358, 485, 578円で
す。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注 3）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

マザーファンド
99. 9％

日本
99. 9％

日本・円
100. 0％

その他
0. 1％

その他
0. 1％
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ダイワ日本債券インデックス（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要

■組入上位銘柄
銘　　　　柄　　　　名 比　　　　率

150 5年国債 0. 005％ 2026/12/20 1. 2％
149 5年国債 0. 005％ 2026/9/20 1. 1
370 10年国債 0. 5％ 2033/3/20 1. 1
147 5年国債 0. 005％ 2026/3/20 1. 1
365 10年国債 0. 1％ 2031/12/20 1. 0
349 10年国債 0. 1％ 2027/12/20 1. 0
373 10年国債 0. 6％ 2033/12/20 0. 9
360 10年国債 0. 1％ 2030/9/20 0. 9
368 10年国債 0. 2％ 2032/9/20 0. 9
374 10年国債 0. 8％ 2034/3/20 0. 9

組入銘柄数 427銘柄

◆日本債券インデックスマザーファンド（作成対象期間　2023年12月 1 日～2024年12月 2 日）
■基準価額の推移 ■ 1万口当りの費用の明細

項　　　目
売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　　計 ―

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
13, 800

13, 600

13, 400

13, 200

13, 000

12, 800
（2023. 11. 30） （2024. 12. 2）

国内債券
99. 8％

日本
99. 8％

日本・円
100. 0％

その他 0. 2％ その他 0. 2％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、外国の公社債に投資し、FTSE 世

界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベー
ス）に連動する投資成果をあげることをめざしてお
ります。当作成期につきましてもそれに沿った運用
を行ないました。ここに、運用状況をご報告申し上
げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国債券インデックス
（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／債券／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ外国債イ有

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 8, 354円

純資産総額 25, 482百万円

第 9期
騰 落 率 △1. 2％

分 配 金 0円

<5696>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：8, 458円
期　末：8, 354円（分配金 0円）
騰落率：△1. 2％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」を通じて、日本を除く先進国国債
に投資した結果、金利は低下（債券価格は上昇）したものの、為替ヘッジコストがマイナス要因と
なり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照下さい。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークは FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
8, 800

8, 600

8, 400

8, 200

8, 000

（億円）
400

300

200

100

0

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  35円 0. 417％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は8, 429円です。

（投 信 会 社）  （24） （0. 285）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （9） （0. 110）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  0   0. 000  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （0） （0. 000）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 017  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （1） （0. 009）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （1） （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （0） （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計  37   0. 434  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

1万口当りの費用の明細
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 44％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 44％

運用管理費用
（投信会社）
0. 29％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 02％
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10, 992 10, 724 9, 122 8, 698 8, 458 8, 354
分配金（税込み） （円） ― 0 120 0 0 0
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― △2. 4 △13. 8 △4. 6 △2. 8 △1. 2

FTSE 世界国債インデックス
（除く日本、円ヘッジ・
円ベース）騰落率

（％） ― △1. 9 △13. 5 △4. 2 △2. 0 △0. 6

純資産総額 （百万円） 22, 300 8, 180 16, 292 15, 393 14, 214 25, 482
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）騰落率は、同指数の原データをもとに、大和アセットマネジメントが計

算したものです。FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）は、FTSE Fixed Income LLC により運営されている債
券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed Income LLC が
有しています。

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（2020. 6. 15～2025. 6. 16）

（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）
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前作成期末における「今後の運用方針」

■海外債券市況
主要国の国債金利は、短中期を中心に低下しました。
主要国の国債金利は、当作成期首より2024年 7 月にかけて、米国経済指標が軟調となったことで
利下げ期待が高まり、低下しました。 8月から 9月にかけても、米国経済指標の軟化や日銀の利上
げ姿勢を受けて景気減速懸念が台頭し、金利は低下しました。10月以降は、堅調な米国経済指標な
どを受けて利下げペースの鈍化が意識されたことなどを受け、金利は上昇（債券価格は下落）傾向
となりました。2025年に入ると、インフレなどに対する過度な警戒感が後退し、各種経済指標が予
想を下振れたことなどを受け、米国を中心に金利は低下しましたが、欧州ではドイツの財政規律緩
和を受けて 3月に大きく上昇する局面がありました。その後、米国の関税政策の不透明感が強まる
一方で、財政への懸念などもあり、金利は短中期を中心に低下傾向となりましたが、各国との交渉
進展により過度な景気減速懸念が後退すると、金利は上昇しました。

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■当ファンド
「外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」を高位に組み入れます。
■外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

外国の公社債に投資し、外貨建資産については為替ヘッジを行い、またファンドとベンチマーク
の金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資成果をめざし
ます。
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当作成期のベンチマークの騰落率は△0. 6％、当ファンドの基準価額の騰落率は△1. 2％となりまし
た。
当作成期のファンドのベンチマークに対するトラッキング・エラー（両者の月次収益率の差の標準
偏差を年率換算したもの）は0. 1％程度でした。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）

基準価額
FTSE世界国債インデックス
（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

0. 0
-0. 2
-0. 4
-0. 6
-0. 8
-1. 0
-1. 2
-1. 4

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

＊ベンチマークは FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
外国債券インデックス（為替ヘッジあり）
マザーファンド

FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円
ベース）

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■当ファンド
「外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」を高位に組み入れました。
■外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

外国の公社債に投資し、外貨建資産については為替ヘッジを行い、またファンドとベンチマーク
の金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資成果をめざし
ました。
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当作成期は、経費控除後の配当等収益やポートフォリオの利回り水準等を勘案し、収益分配を見送
らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 478 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

■当ファンド
「外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」を高位に組み入れます。
■外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

外国の公社債に投資し、外貨建資産については為替ヘッジを行い、またファンドとベンチマーク
の金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資成果をめざし
ます。

今後の運用方針
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）

運 用 方 針 投資成果を FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動させることをめざして運用を行ない
ます。

主要投資対象
ベビーファンド 外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンドの受益証券
外国債券インデックス
（為替ヘッジあり）マザーファンド 外国の公社債

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、外国の公社債に投資し、投資成果を FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連
動させることをめざして運用を行ないます。
②運用の効率化を図るため、債券先物取引を利用することがあります。このため、債券の組入総額および債券先物取引の買建
玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。
③投資成果を FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動させるため、外貨建資産について
は為替ヘッジを行ないます。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 6. 1 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 △ 4. 3 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 16. 4 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドの組入資産の内容

純資産等

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

ファンドデータ

■組入ファンド等
比　率

外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド 99. 7％
その他 0. 3

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 25, 482, 070, 540円
受益権総口数 30, 504, 357, 999口
1 万口当り基準価額 8, 354円
＊ 当期中における追加設定元本額は29, 874, 378, 732円、同解約元本額は16, 175, 701, 743円で
す。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注 3）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

マザーファンド
99. 7％

日本
99. 7％

日本・円
100. 0％

その他
0. 3％

その他
0. 3％
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組入上位ファンドの概要

■組入上位銘柄
銘　　　　　柄　　　　　名 通　　　　貨 比　　　　率

United States Treasury Note/Bond 2. 25％ 2027/8/15 アメリカ・ドル 2. 2％
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 4. 875％ 2026/5/31 アメリカ・ドル 1. 1
United States Treasury Note/Bond 2. 0％ 2026/11/15 アメリカ・ドル 1. 1
United States Treasury Note/Bond 6. 125％ 2027/11/15 アメリカ・ドル 0. 9
US 2YR NOTE SEP 25 買 アメリカ・ドル 0. 9
United States Treasury Note/Bond 2. 625％ 2029/2/15 アメリカ・ドル 0. 7
FRENCH GOVERNMENT BOND 2. 5％ 2030/5/25 ユーロ 0. 6
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 1. 375％ 2031/11/15 アメリカ・ドル 0. 6
United States Treasury Note/Bond 1. 5％ 2026/8/15 アメリカ・ドル 0. 6
United States Treasury Note/Bond 1. 25％ 2028/4/30 アメリカ・ドル 0. 6

組入銘柄数 704銘柄（先物含む）

◆外国債券インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド
　（作成対象期間　2024年 6 月18日～2025年 6 月16日）
■基準価額の推移

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■1万口当りの費用の明細
項　　　目

売買委託手数料 0円
（先物・オプション） （0） 
有価証券取引税 ―
その他費用 1  
（保管費用） （1） 
（その他） （0） 

合　　　計 1  

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
8, 800

8, 600

8, 400

8, 200

8, 000
（2024. 6. 17） （2025. 6. 16）

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

現物 先物

アメリカ
43. 9％

アメリカ 1. 3％
その他
0. 1％

その他 10. 6％

イタリア 7. 0％

スペイン 4. 6％
イギリス 5. 8％

フランス 7. 3％

カナダ 2. 0％

中国 11. 4％

ドイツ 5. 9％

ベルギー 1. 6％

外国債券
98. 1％

外国債券先物
1. 5％

その他 1. 9％

日本・円
100. 4％

その他 0. 1％

アメリカ・ドル -0. 1％
ユーロ -0. 3％

110. 0％
100. 0％
90. 0％
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70. 0％
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0. 0％
-10. 0％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、外国の公社債に投資し、FTSE 世

界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円
ベース）に連動する投資成果をあげることをめざし
ております。当作成期につきましてもそれに沿った
運用を行ないました。ここに、運用状況をご報告申
し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国債券インデックス
（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／債券／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ外国債イ無

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 11, 799円

純資産総額 22, 598百万円

第 9期
騰 落 率 △2. 7％

分 配 金 285円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<5697>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：12, 417円
期　末：11, 799円（分配金285円）
騰落率：△2. 7％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「外国債券インデックスマザーファンド」を通じて、日本を除く先進国国債に投資した結果、金
利は低下（債券価格は上昇）したものの、円高が進んだことが主なマイナス要因となり、基準価額
は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークは FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  51円 0. 417％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は12, 139円です。

（投 信 会 社）  （35） （0. 285）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （13） （0. 110）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （3） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  3   0. 022  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （2） （0. 014）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （1） （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計  53   0. 439  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

1万口当りの費用の明細
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 44％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 44％

運用管理費用
（投信会社）
0. 29％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 02％
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10, 764 11, 309 10, 995 11, 139 12, 417 11, 799
分配金（税込み） （円） ― 20 170 310 340 285
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 5. 2 △1. 3 4. 1 14. 5 △2. 7

FTSE 世界国債インデックス
（除く日本、ヘッジなし・
円ベース）騰落率

（％） ― 5. 6 △1. 2 4. 4 15. 6 △2. 2

純資産総額 （百万円） 55 5, 570 7, 907 7, 912 11, 665 22, 598
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）騰落率は、同指数の原データをもとに、大和アセットマネジメントが

計算したものです。FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）は、FTSE Fixed Income LLC により運営されてい
る債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed Income 
LLC が有しています。

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。

（円） （億円）

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■海外債券市況
主要国の国債金利は、短中期を中心に低下しました。
主要国の国債金利は、当作成期首より2024年 7 月にかけて、米国経済指標が軟調となったことで
利下げ期待が高まり、低下しました。 8月から 9月にかけても、米国経済指標の軟化や日銀の利上
げ姿勢を受けて景気減速懸念が台頭し、金利は低下しました。10月以降は、堅調な米国経済指標な
どを受けて利下げペースの鈍化が意識されたことなどを受け、金利は上昇（債券価格は下落）傾向
となりました。2025年に入ると、インフレなどに対する過度な警戒感が後退し、各種経済指標が予
想を下振れたことなどを受け、米国を中心に金利は低下しましたが、欧州ではドイツの財政規律緩
和を受けて 3月に大きく上昇する局面がありました。その後、米国の関税政策の不透明感が強まる
一方で、財政への懸念などもあり、金利は短中期を中心に低下傾向となりましたが、各国との交渉
進展により過度な景気減速懸念が後退すると、金利は上昇しました。
■為替相場
為替相場は円高となりました。
対円為替相場は、当作成期首より、日本の金融市場が他国・地域に比べて緩和的な環境が続く見
通しであることなどから、円安基調で推移しました。2024年 7 月から 9月にかけては、主要国の金
利が低下したことや日銀の利上げ姿勢を受けて、円高に推移しました。10月から12月にかけては、
米国金利が上昇したことで日米金利差の拡大が意識され、円安に推移しました。その後、2025年 1
月から当作成期末にかけては、日銀の利上げや米国の関税政策の不透明感などから、円高基調で推
移しました。

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「外国債券インデックスマザーファンド」を高位に組み入れます。
■外国債券インデックスマザーファンド

外国の公社債に投資し、ファンドの通貨の比率をベンチマークに極力近づけ、かつ、ファンドと
ベンチマークの金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資
成果をめざします。
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期のベンチマークの騰落率は△2. 2％、当ファンドの基準価額の騰落率は△2. 7％となりまし
た。
当作成期のファンドのベンチマークに対するトラッキング・エラー（両者の月次収益率の差の標準
偏差を年率換算したもの）は0. 1％程度でした。ただし、これはファンドとベンチマークの為替評価
レートの時間差による影響を修正したものです。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）

基準価額
FTSE世界国債インデックス
（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

0. 0
-0. 5
-1. 0
-1. 5
-2. 0
-2. 5
-3. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「外国債券インデックスマザーファンド」を高位に組み入れました。
■外国債券インデックスマザーファンド

外国の公社債に投資し、ファンドの通貨の比率をベンチマークに極力近づけ、かつ、ファンドと
ベンチマークの金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資
成果をめざしました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊ベンチマークは FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
外国債券インデックスマザーファンド FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・

円ベース）
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■当ファンド
「外国債券インデックスマザーファンド」を高位に組み入れます。
■外国債券インデックスマザーファンド

外国の公社債に投資し、ファンドの通貨の比率をベンチマークに極力近づけ、かつ、ファンドと
ベンチマークの金利変動に対する価格感応度を近づけることにより、ベンチマークに連動する投資
成果をめざします。

今後の運用方針

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 202. 59円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 3, 863. 19　
（ｄ）分配準備積立金 176. 48　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 4, 242. 27　
（ｆ）分配金 285. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 957. 27　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 285 
対基準価額比率 （％） 2. 36 
当期の収益 （円） 202 
当期の収益以外 （円） 82 

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 957 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）

運 用 方 針 投資成果を FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）の動きに連動させることをめざして運用を行な
います。

主要投資対象
ベビーファンド 外国債券インデックスマザーファンドの受益証券
外国債券インデックス
マザーファンド 外国の公社債

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として外国の公社債に投資し、投資成果を FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）の動きに連
動させることをめざして運用を行なうことを基本とします。
②保有外貨建資産について、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは行ないません。なお、保有外貨建資産の売買代
金、償還金、利金等の受取りまたは支払いにかかる為替予約等を行なうことができるものとします。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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ダイワ外国債券インデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 15. 7 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 4. 5 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 5. 1 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

■組入ファンド等
比　率

外国債券インデックスマザーファンド 99. 7％
その他 0. 3

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 22, 598, 284, 988円
受益権総口数 19, 152, 561, 385口
1 万口当り基準価額 11, 799円
＊ 当期中における追加設定元本額は20, 351, 059, 548円、同解約元本額は10, 593, 099, 662円で
す。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注 3）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

マザーファンド
99. 7％

日本
99. 7％

日本・円
100. 0％

その他
0. 3％

その他
0. 3％
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組入上位ファンドの概要

■組入上位銘柄
銘　　　　柄　　　　名 通　　　　貨 比　　　　率

CHINA GOVERNMENT BOND 1. 85％ 2027/5/15 オフショア・人民元 0. 5％
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 3. 875％ 2033/8/15 アメリカ・ドル 0. 5
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 3. 875％ 2034/8/15 アメリカ・ドル 0. 5
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 4. 5％ 2033/11/15 アメリカ・ドル 0. 5
CHINA GOVERNMENT BOND 2. 05％ 2029/4/15 オフショア・人民元 0. 5
United States Treasury Note/Bond 1. 125％ 2031/2/15 アメリカ・ドル 0. 4
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 2. 75％ 2032/8/15 アメリカ・ドル 0. 4
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 4. 375％ 2034/5/15 アメリカ・ドル 0. 4
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 1. 25％ 2031/8/15 アメリカ・ドル 0. 4
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 2. 875％ 2032/5/15 アメリカ・ドル 0. 4

組入銘柄数 1, 025銘柄

◆外国債券インデックスマザーファンド（作成対象期間　2023年12月 1 日～2024年12月 2 日）
■基準価額の推移 ■ 1万口当りの費用の明細

項　　　目
売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 5  
（保管費用） （5） 
（その他） （0） 

合　　　計 5  

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（円）
40, 000

38, 000

36, 000

34, 000

32, 000

30, 000
（2023. 11. 30） （2024. 12. 2）

外国債券
98. 2％

その他 1. 8％ その他 8. 7％

アメリカ
46. 5％

中国 10. 8％

フランス
7. 3％

イタリア
6. 8％

イギリス 5. 2％

ドイツ 5. 8％

スペイン 4. 3％
カナダ 1. 9％
ベルギー 1. 6％

オランダ 1. 3％ その他 3. 3％

アメリカ・ドル
46. 9％

ユーロ
30. 1％

オフショア・人民元
11. 2％

カナダ・ドル 2. 0％
イギリス・ポンド 5. 3％

オーストラリア・ドル 1. 2％
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、わが国の金融商品取引所上場の不
動産投資信託の受益証券および不動産投資法人の投
資証券に投資し、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に
連動する投資成果をあげることをめざしておりま
す。当作成期につきましてもそれに沿った運用を行
ないました。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス
（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／国内／不動産投信（リート）／インデックス型
日経新聞掲載名：ＳＪ－ＲＥイ

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 10, 934円

純資産総額 4, 329百万円

第 9期
騰 落 率 8. 8％

分 配 金 410円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<4663>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：10, 428円
期　末：10, 934円（分配金410円）
騰落率：8. 8％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券を通じて、ベンチマークの動きに連動した投
資成果をめざした運用を行った結果、国内リート市況が上昇したことを反映して、基準価額は上昇
しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークは東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  36円 0. 340％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 596円です。

（投 信 会 社）  （22） （0. 208）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （12） （0. 110）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  0   0. 002  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （0） （0. 002）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  37   0. 347  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 35％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 35％

運用管理費用
（投信会社）
0. 21％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 9, 599 12, 784 11, 244 11, 222 10, 428 10, 934
分配金（税込み） （円） ― 310 300 360 300 410
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 36. 4 △9. 7 3. 0 △4. 4 8. 8

東証ＲＥＩＴ指数
（配当込み）騰落率 （％） ― 36. 9 △9. 4 3. 4 △4. 2 9. 2

純資産総額 （百万円） 569 1, 329 1, 133 1, 291 2, 228 4, 329
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（2020. 6. 15～2025. 6. 16）

（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）

配当込み東証ＲＥＩＴ指数（本書類における「東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商
標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数
値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有
する。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより
提供、保証又は販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸ
は責任を負わない。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

前作成期末における「今後の運用方針」

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■当ファンド
「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券組入比率を高位に維持します。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

当ファンドの運用の基本方針に基づき、ベンチマークの動きに連動した投資成果をめざした運用
を継続してまいります。

■国内リート市況
国内リート市況は上昇しました。
国内リート市況は、当作成期首から2024年 7 月にかけて、複数の公募増資が発表されて需給の悪
化が意識されたことや、日銀による早期の利上げ観測が台頭したことが上値を抑えた一方で、相対
的に安定した高い利回りや資産価値から見た割安感が下支えとなり、横ばい圏の推移が続きまし
た。 8月初旬には、米国での景気減速懸念の台頭によるリスク資産の下落や、円高進行による国内
株安に連れて大きく下落しました。しかしその後は、米国景気の減速懸念が和らいだことなどか
ら、大きく上昇しました。 9月は様子見ムードで動きの乏しい状況が続きましたが、月末の自民党
総裁選挙の結果を受けて経済政策への警戒感が高まり、下落しました。10月から12月中旬にかけて
は、米国の経済指標の堅調さや米国大統領選挙で当選したトランプ氏の政策への懸念などから日米
長期金利が上昇したこと、また衆議院議員総選挙の結果を受けた国内金融政策の不透明感の高まり
もあり、下落しましたが、その後は、日銀が追加利上げに慎重な印象であったことなどから、反発
しました。2025年 1 月中旬は、国内金融政策の不透明感もあり軟調に推移しましたが、日銀が政策
金利の引き上げを決定すると上昇に転じ、さらに、海外の投資ファンドがＴＯＢ（公開買付け）の
実施を発表すると続伸しました。 2月前半には、国内長期金利の上昇継続などから下落しました
が、海外の投資ファンドが 2度目のＴＯＢの実施を発表すると、上昇に転じました。 3月上旬は国
内長期金利の急騰などにより下落しましたが、中旬には、良好な賃貸市場や複数の自己投資口取得
（バイバック）の発表などを背景に上昇しました。しかし、月末にはトランプ米国政権の関税政策
への不安から国内リート市況は下落に転じ、 4月初旬に米国が発表した相互関税が想定を大きく超
える税率となると、続落しました。当作成期末にかけては、国内リートは米国の関税政策による業
績への影響が限定的であるとの期待や国内長期金利の低下により、上昇しました。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期のベンチマークの騰落率は9. 2％、当ファンドの基準価額の騰落率は8. 8％となりました。
ポートフォリオの騰落率とベンチマークの騰落率の違い、先物取引の影響、運用管理費用、売買等
のコストが控除されたことが差異の要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（％）

基準価額
東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

10. 0
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8. 0
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
国内リートへの投資は、「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券を通じて行いました。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

ベンチマークの動きを反映した投資成果をめざして、おおむね時価総額構成比に基づいたポート
フォリオを構築しました。リート実質組入比率（不動産投信指数先物含む。）については、当作成
期を通じて99～100％程度としました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊ベンチマークは東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 410 
対基準価額比率 （％） 3. 61 
当期の収益 （円） 410 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 2, 182 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 418. 72円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 29. 30　
（ｃ）収益調整金 2, 111. 28　
（ｄ）分配準備積立金 33. 24　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 592. 56　
（ｆ）分配金 410. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 182. 56　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について

■当ファンド
「ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券組入比率を高位に維持します。
■ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド

当ファンドの運用の基本方針に基づき、ベンチマークの動きに連動した投資成果をめざした運用
を継続してまいります。

今後の運用方針
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／不動産投信（リート）／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 投資成果を東証ＲＥＩＴ指数（配当込み、以下同じ。）の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンドの受益証券
ダイワＪ－ＲＥＩＴ
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）の不動産投資信託の受益証券および不動産投
資法人の投資証券

マザーファンド
の 運 用 方 法

①「東証ＲＥＩＴ指数」（配当込み、以下同じ。）に連動する投資成果をめざして運用を行ないます。
②投資成果を「東証ＲＥＩＴ指数」の動きにできるだけ連動させるため、組入銘柄は「東証ＲＥＩＴ指数」の構成銘柄（採用
予定を含みます。）とし、組入比率を高位に保ちます。
③運用の効率化を図るため、不動産投信指数先物取引を利用することがあります。このため、不動産投資信託証券の組入総額
と不動産投信指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 35. 9 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 1. 6 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 24. 4 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

■組入ファンド等
比　率

ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド 103. 7％

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 4, 329, 887, 992円
受益権総口数 3, 960, 160, 964口
1 万口当り基準価額 10, 934円
＊当期中における追加設定元本額は2, 580, 617, 335円、同解約元本額は757, 146, 121円です。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
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60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

103. 7％ 103. 7％

日本
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80. 0％
70. 0％
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20. 0％
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0. 0％
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ダイワＪ－ＲＥＩＴインデックス（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要
◆ダイワＪ－ＲＥＩＴマザーファンド（作成対象期間　2024年９月18日～2025年３月17日）

（注１）基準価額の推移、１万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注２）１万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注３）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注４）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注５）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。
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■資産別配分
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■国別配分

日本・円
100.0％

■通貨別配分

■組入上位銘柄
銘柄名 比率

日本ビルファンド 7.3％
ジャパンリアルエステイト 5.4
日本都市ファンド投資法人 4.8
野村不動産マスターＦ 4.4
ＧＬＰ投資法人 4.1
ＫＤＸ不動産投資法人 4.0
日本プロロジスリート 4.0
ＴＲＥＩＴ先物0706月買 3.6
大和ハウスリート投資法人 3.5
オリックス不動産投資 3.4

組入銘柄数 58銘柄（先物含む）

■１万口当りの費用の明細
項 目

売買委託手数料 0円
（先物・オプション） （0）
有価証券取引税 －
その他費用 －

合 計 0

（円）

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

（2024.９.17） （2025.３.17）

■基準価額の推移
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、先進国（日本を除きます。）の金
融商品取引所上場（上場予定を含みます。）または
店頭登録（登録予定を含みます。）の不動産投資信
託の受益証券および不動産投資法人の投資証券に投
資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（円
ヘッジ・円ベース）に連動する投資成果をあげるこ
とをめざしております。当作成期につきましてもそ
れに沿った運用を行ないました。ここに、運用状況
をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス
（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／不動産投信（リート）／インデックス型
日経新聞掲載名：Ｓ外ＲＥイ有

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 9, 097円

純資産総額 5, 755百万円

第 9期
騰 落 率 3. 6％

分 配 金 220円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<5698>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：8, 991円
期　末：9, 097円（分配金220円）
騰落率：3. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」の受益証券を通じて海外
リートに投資した結果、海外リート市況が上昇したことに伴い、基準価額は上昇しました。くわし
くは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ヘッジ・円ベース）です。

（円）
11, 000

10, 000

9, 000

8, 000

7, 000

（億円）
80

60

40

20

0

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  41円 0. 433％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 504円です。

（投 信 会 社）  （29） （0. 302） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （10） （0. 110） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  2   0. 023  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （1） （0. 010）
（投資信託受益証券）  （0） （0. 002）
（投 資 証 券）  （1） （0. 011）

有価証券取引税  1   0. 009  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （0） （0. 000）
（投 資 証 券）  （1） （0. 009）
そ の 他 費 用  4   0. 047  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （2） （0. 019） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （2） （0. 022） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  49   0. 511  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

107



ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 48％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 48％

運用管理費用
（投信会社）
0. 30％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 05％
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

 最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 8, 945 11, 846 9, 973 9, 295 8, 991 9, 097
分配金（税込み） （円） ― 160 220 240 240 220
分配金再投資基準価額の騰落率（％） ― 34. 2 △14. 0 △4. 4 △0. 7 3. 6
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数
（除く日本）（税引後配当
込み、円ヘッジ・円ベース）
騰落率

（％） ― 33. 7 △14. 0 △4. 5 △0. 9 3. 4

純資産総額 （百万円） 134 3, 546 2, 194 2, 791 3, 120 5, 755
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ヘッジ・円ベース）騰落率は、同指数の原データをもとに大和アセットマ

ネジメントが計算したものです。
（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

前作成期末における「今後の運用方針」

■海外リート市況
海外リート市況は、当作成期を通して上昇しました。
海外リート市況は、当作成期首より、米国における利下げやリートの健全なファンダメンタルズ
などが材料となり上昇しました。しかし、2024年12月から2025年 1 月中旬にかけては、利下げペー
スの鈍化観測などから米国長期金利が上昇すると軟調に推移しました。 2月下旬にかけては、米国
の長期金利が低下に転じたことなどを追い風に上昇基調となりました。 4月以降は、トランプ米国
政権下での相互関税が事前に広く予想されていた税率を上回ったことが嫌気されて投資家心理が悪
化する中で、米国リートを中心に下落する局面がありました。その後は、ハイテク株の反発に連れ
てデータセンターを中心に上昇し、当作成期末を迎えました。

■当ファンド
主として「先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」の受益証券に投資
します。
■先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

先進国（日本を除きます。）の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、保有する
外貨建資産については為替ヘッジを行うことで、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用
を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）ならびに不動産投信指
数先物取引を利用することがあります。
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当作成期のベンチマークの騰落率は3. 4％、当ファンドの基準価額の騰落率は3. 6％となりました。
マザーファンドについては、保管費用等のコスト要因が、マイナスに作用しました。なお、組み入
れているリートポートフォリオとベンチマークとの騰落率の差異も、かい離要因としてあげられま
す。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」の受益証券への投資をほぼ
100％行いました。
■先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

先進国（日本を除きます。）の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、ポート
フォリオ構築にあたっては、原則として浮動株修正後の時価総額ウエートで組成し、保有する外貨
建資産については為替ヘッジを行うことで、ベンチマークとの連動性を維持するような運用を行い
ました。また、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）および不動産投信指数先物
を組み入れました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マ
ザーファンド

Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込
み、円ヘッジ・円ベース）

＊ベンチマークはＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ヘッジ・円ベース）です。

（％）

基準価額
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数
（除く日本）（税引後配当込み、
円ヘッジ・円ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

4. 0
3. 5
3. 0
2. 5
2. 0
1. 5
1. 0
0. 5
0. 0

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）
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■当ファンド
主として「先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド」の受益証券に投資
します。
■先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド

先進国（日本を除きます。）の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、保有する
外貨建資産については為替ヘッジを行うことで、ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用
を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）ならびに不動産投信指
数先物取引を利用することがあります。

今後の運用方針

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 233. 52円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 3, 630. 98　
（ｄ）分配準備積立金 41. 19　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 905. 70　
（ｆ）分配金 220. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 685. 70　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 220 
対基準価額比率 （％） 2. 36 
当期の収益 （円） 220 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 685 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）／インデックス型
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）

運 用 方 針 投資成果をＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（円ヘッジ・円ベース）の動きに連動させることをめざして運用を行ない
ます。

主要投資対象

ベビーファンド 先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンドの受益証券

先進国リート・インデックス（為替
ヘッジあり）マザーファンド

イ ．先進国（日本を除きます。以下同じ。）の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。
以下同じ。）または店頭登録（登録予定を含みます。以下同じ。）の不動産投資信託の受
益証券および不動産投資法人の投資証券（以下総称して「リート」といいます。）

ロ．先進国のリート指数との連動をめざすＥＴＦ（上場投資信託証券）
ハ．先進国のリートを対象としたリート指数先物取引

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、先進国の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、投資成果をベンチマーク（Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ
指数（除く日本）（円ヘッジ・円ベース））の動きに連動させることをめざして運用を行ないます。
　※効率性の観点から先進国のリート指数との連動をめざすＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資する場合があります。
②運用の効率化を図るため、先進国のリートを対象としたリート指数先物取引を利用することがあります。このため、リート
の組入総額とリート指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。
③保有外貨建資産については、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（円ヘッジ・円ベース）の動きに連動させることをめ
ざして為替ヘッジを行ないます。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。

Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）は S&P Dow Jones Indices LLC またはその関連会社（「SPDJI」）の商品であり、
これの使用ライセンスが大和アセットマネジメント株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ®、Ｓ＆Ｐ500®、US 500、The 500、
iBoxx®、iTraxx® およびCDX® は、S&P Global, Inc. またはその関連会社（「Ｓ＆Ｐ」）の商標です。Dow Jones® は、Dow 
Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標です。これらの商標の使用ライセンスは SPDJI に付与されて
おり、大和アセットマネジメント株式会社により一定の目的でサブライセンスされています。ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス
（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）は、SPDJI、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、またはそれらの各関連会社によって後援、推奨、販
売、または販売促進されているものではなく、これらのいずれの関係者も、かかる商品への投資の妥当性に関するいかなる表明
も行わず、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）のいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 46. 6 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 2. 3 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 25. 9 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

■組入ファンド等
比　率

先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド 102. 4％

当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 5, 755, 806, 117円
受益権総口数 6, 326, 943, 229口
1 万口当り基準価額 9, 097円
＊当期中における追加設定元本額は4, 912, 799, 008円、同解約元本額は2, 056, 337, 491円です。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

マザーファンド

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

102. 4％ 102. 4％

日本

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

日本・円
100. 0％
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジあり）（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要

（2023. 8. 15） （2024. 8. 15）
6, 000

7, 000

9, 000

8, 000

10, 000
（円）
■基準価額の推移 ■ 1万口当りの費用の明細

項 目
売買委託手数料 2円
（先物・オプション） （1） 
（投資信託受益証券） （0） 
（投資証券） （1） 
有価証券取引税 1
（投資信託受益証券） （0） 
（投資証券） （1） 
その他費用 3
（保管費用） （2） 
（その他） （2） 

合 計 6

◆先進国リート・インデックス（為替ヘッジあり）マザーファンド
（作成対象期間　2023年 8 月16日～2024年 8 月15日）

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（注 1）基準価額の推移、 1万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注 2） 1 万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注 3）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注 4）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注 5）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

その他 5. 5％
外国投資信託証券 0. 4％

外国不動産投信
指数先物
3. 8％

現物 先物

（%）
110. 0
100. 0
90. 0
80. 0
70. 0
60. 0
50. 0
40. 0
30. 0
20. 0
10. 0
0. 0

外国不動産投信
指数先物
4. 2％

外国リート
94. 0％

その他 8. 7％

現物 先物

（%）
110. 0
100. 0
90. 0
80. 0
70. 0
60. 0
50. 0
40. 0
30. 0
20. 0
10. 0
0. 0

カナダ 1. 3％
フランス 1. 5％
シンガポール 3. 0％
イギリス 4. 5％
オーストラリア 7. 0％

アメリカ
74. 0％

アメリカ 3. 7％
その他 0. 5％

日本・円 96. 0％

その他 1. 0％アメリカ・ドル 3. 0％

■組入上位銘柄
銘　　柄　　名 通　　貨 比　　率

PROLOGIS INC アメリカ・ドル 7. 3％
EQUINIX INC アメリカ・ドル 5. 1
WELLTOWER INC アメリカ・ドル 4. 5
DOW JONES US REAL ESTATE SEP 24 買 アメリカ・ドル 3. 7
REALTY INCOME CORP アメリカ・ドル 3. 4
SIMON PROPERTY GROUP INC アメリカ・ドル 3. 3
PUBLIC STORAGE アメリカ・ドル 3. 3
DIGITAL REALTY TRUST INC アメリカ・ドル 3. 2
GOODMAN GROUP オーストラリア・ドル 2. 7
EXTRA SPACE STORAGE INC アメリカ・ドル 2. 3

組入銘柄数 303銘柄（先物含む）
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交付運用報告書作成対象期間（2024年6月18日～2025年6月16日）

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは、海外のリート市場の動きを反映し
た投資成果をめざしております。当作成期につきま
してもそれに沿った運用を行ないました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

受益者のみなさまへ

ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス
（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

追加型投信／海外／不動産投信（リート）
日経新聞掲載名：Ｓ外ＲＥイ無

第9期 2025年 6 月16日決算

第 9期末
基 準 価 額 14, 110円

純資産総額 987百万円

第 9期
騰 落 率 1. 1％

分 配 金 290円
（注）騰落率は分配金（税込み）を含めて計算したものです。

<5699>

■ 当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を電磁的方法によりご提供する
ことを定めており、以下の手順で閲覧、ダウンロードいただけます。「運用報告書（全体版）」は受益者の方
からのご請求により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社へお問い合わせください。

運用報告書に関するお問い合わせ先

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

コールセンター  受付時間  9：00～17：00（営業日のみ）
0120－106212

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法
上記のURLにアクセス　→　ファンド検索欄にファンド名を入力　→　リストから当ファンドを選択　→　運用報告書（全体版）を選択

東京都千代田区丸の内一丁目９番1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社



ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：14, 242円
期　末：14, 110円（分配金290円）
騰落率：1. 1％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド」の受益証券を通じて海外リート
にほぼ100％投資した結果、海外リート市況の上昇に伴い、当ファンドの基準価額は上昇しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）
18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

10, 000

（億円）
20

15

10

5

0

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
（2024. 6. 17）

期　末
（2025. 6. 16）

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2025年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

項　　　目
当　期

（2024. 6. 18～2025. 6. 16） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  64円 0. 433％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は14, 821円です。

（投 信 会 社）  （45） （0. 302） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （16） （0. 110） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （3） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  2   0. 013  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （1） （0. 004）
（投資信託受益証券）  （1） （0. 004）
（投 資 証 券）  （1） （0. 005）

有価証券取引税  1   0. 006  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （0） （0. 000）
（投 資 証 券）  （1） （0. 005）
そ の 他 費 用  5   0. 034  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （4） （0. 028） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  72   0. 486  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

1万口当りの費用の明細
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 47％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

総経費率
0. 47％

運用管理費用
（投信会社）
0. 30％

運用管理費用
（販売会社）
0. 11％

その他費用
0. 03％
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

最近5年間の基準価額等の推移について

2020年 6 月15日 2021年 6 月15日 2022年 6 月15日 2023年 6 月15日 2024年 6 月17日 2025年 6 月16日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 8, 440 11, 716 11, 992 12, 132 14, 242 14, 110
分配金（税込み） （円） ― 170 115 400 190 290
分配金再投資基準価額の騰落率（％） ― 40. 8 3. 3 4. 5 19. 0 1. 1
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数
（除く日本）（税引後配当
込み、円ベース）騰落率

（％） ― 40. 5 3. 3 4. 2 19. 3 0. 9

純資産総額 （百万円） 424 1, 290 11 12 109 987
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ベース）騰落率は、同指数の原データをもとに、大和アセットマネジメン

トが計算したものです。
（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

＊ 参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ベース）です。参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的
な指数として記載しております。

（注）分配金再投資基準価額および参考指数は、2020年 6 月15日の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込み、円ベース）（左軸）
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（2020. 6. 15～2025. 6. 16）

（2022. 6. 15） （2023. 6. 15） （2024. 6. 17） （2025. 6. 16）（2020. 6. 15） （2021. 6. 15）
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

投資環境について （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

■海外リート市況
海外リート市況は、当作成期を通して上昇しました。
海外リート市況は、当作成期首より、米国における利下げやリートの健全なファンダメンタルズ
などが材料となり上昇しました。しかし、2024年12月から2025年 1 月中旬にかけては、利下げペー
スの鈍化観測などから米国長期金利が上昇すると軟調に推移しました。 2月下旬にかけては、米国
の長期金利が低下に転じたことなどを追い風に上昇基調となりました。 4月以降は、トランプ米国
政権下での相互関税が事前に広く予想されていた税率を上回ったことが嫌気されて投資家心理が悪
化する中で、米国リートを中心に下落する局面がありました。その後は、ハイテク株の反発に連れ
てデータセンターを中心に上昇し、当作成期末を迎えました。
■為替相場
為替相場は下落（円高）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より円安基調で始まりましたが、2024年 7 月から 9月にかけ
ては、主要国の金利が低下したことや日銀の利上げ姿勢を受けて、円高に推移しました。10月から
12月にかけては、米国金利が上昇したことで日米金利差の拡大が意識され、円安に推移しました。
その後はおおむね日米金利差の動向に連動する展開となり、日銀が2025年 1 月月内の金融政策決定
会合で利上げを行う可能性が高まったことで、円高が進行しました。 4月には、米国による相互関
税の発表をきっかけに市場参加者のリスク回避姿勢が強まり、さらに米国で利下げ観測が強まった
ことで、日米の短期金利差の縮小が意識され、円高が加速しました。 5月に入ると、月前半は貿易
交渉の進展を背景にリスク選好度が高まり円安となりましたが、月後半以降は国内金利の上昇を受
けて金利差縮小への思惑から、円高圧力が再び強まり、米ドルは対円での上昇幅を縮小して当作成
期末を迎えました。
他の主要な投資先通貨も、おおむね米ドルと同様の推移となりました。
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

■当ファンド
「ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド」の受益証券への投資をほぼ
100％行いました。
■ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド

海外の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、ポートフォリオ構築にあたって
は、原則として浮動株修正後の時価総額ウエートで組成し、ベンチマークとの連動性を維持するよ
うな運用を行いました。
また、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）および不動産投信指数先物を組み
入れました。

ポートフォリオについて （2024. 6. 18 ～ 2025. 6. 16）

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザー
ファンド

Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）（税引後配当込
み、円ベース）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
主として「ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド」の受益証券に投資しま
す。ただし、「先進国ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券に投資する場合もございます。
■ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド

海外の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、ベンチマークに連動する投資成果
をめざして運用を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）ならび
に不動産投信指数先物取引を利用することがあります。
■先進国ＲＥＩＴマザーファンド
日本を除く先進国の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ
指数（除く日本、配当込み、円ベース）を参考に先進国リート市場の中長期的な値動きをおおむね
捉える投資成果をめざして運用を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信
託証券）および不動産投信指数先物取引を利用することがあります。
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
1. 2
1. 0
0. 8
0. 6
0. 4
0. 2
0. 0

基準価額
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数
（除く日本）（税引後配当込み、円ベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

当　期
（2024. 6. 17～2025. 6. 16）

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2024年 6 月18日
～2025年 6 月16日

当期分配金（税込み） （円） 290 
対基準価額比率 （％） 2. 01 
当期の収益 （円） 290 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 4, 110 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 312. 90円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 4, 071. 48　
（ｄ）分配準備積立金 15. 93　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 4, 400. 32　
（ｆ）分配金 290. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 4, 110. 32　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について
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■当ファンド
主として「ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド」の受益証券に投資しま
す。ただし、「先進国ＲＥＩＴマザーファンド」の受益証券に投資する場合もございます。
■ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド

海外の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、ベンチマークに連動する投資成果
をめざして運用を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）ならび
に不動産投信指数先物取引を利用することがあります。
■先進国ＲＥＩＴマザーファンド
日本を除く先進国の金融商品取引所上場および店頭登録のリートに投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ
指数（除く日本、配当込み、円ベース）を参考に先進国リート市場の中長期的な値動きをおおむね
捉える投資成果をめざして運用を行います。なお、運用の効率化を図るため、ＥＴＦ（上場投資信
託証券）および不動産投信指数先物取引を利用することがあります。

今後の運用方針
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■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について
2025年 4 月 1 日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定

が変更されたため、運用報告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を
変更）
＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める運用報告書の交付に代え
て、運用報告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、
これを交付します。

＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）
①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第 1項に定める事項にかかる情報を電磁
的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交
付の方法による提供の請求があった場合には、当該方法により行なうものとします。

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ
いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて
顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ
への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で
の情報提供を進めてまいります。

お知らせ
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年 2 月16日）
運 用 方 針 海外のリート市場の動きを反映した投資成果をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド イ．ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンドの受益証券
ロ．先進国ＲＥＩＴマザーファンドの受益証券

ダイワ・グローバルＲＥＩＴ
インデックス・マザーファンド

海外の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）および店頭登録（登録予定を含みま
す。）の不動産投資信託の受益証券または不動産投資法人の投資証券

先進国ＲＥＩＴマザーファンド

イ ．先進国（日本を除きます。以下同じ。）の金融商品取引所上場（上場予定を含みま
す。）または店頭登録（登録予定を含みます。）の不動産投資信託の受益証券および不動
産投資法人の投資証券（以下総称して「リート」といいます。）
ロ．先進国のリート指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）
ハ．先進国のリートを対象としたリート指数先物取引
ニ．国内の債券

ベビーファンド
の 運 用 方 法

①主として、マザーファンドの受益証券を通じて、海外のリート市場の動きを反映した投資成果をめざして運用を行ないま
す。
②マザーファンドの受益証券の組入比率の合計は、通常の状態で高位に維持することを基本とします。
③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
④運用の効率化をはかるため、不動産投信指数先物取引を利用することがあります。このため、マザーファンドの受益証券の
組入総額と不動産投信指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超えることがあります。

分 配 方 針 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分配を
行なうことをめざします。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。

Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）は S&P Dow Jones Indices LLC またはその関連会社（「SPDJI」）の商品であり、
これの使用ライセンスが大和アセットマネジメント株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ®、Ｓ＆Ｐ500®、US 500、The 500、
iBoxx®、iTraxx® およびCDX® は、S&P Global, Inc. またはその関連会社（「Ｓ＆Ｐ」）の商標です。Dow Jones® は、Dow 
Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標です。これらの商標の使用ライセンスは SPDJI に付与されて
おり、大和アセットマネジメント株式会社により一定の目的でサブライセンスされています。ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス
（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）は、SPDJI、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、またはそれらの各関連会社によって後援、推奨、販
売、または販売促進されているものではなく、これらのいずれの関係者も、かかる商品への投資の妥当性に関するいかなる表明
も行わず、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本）のいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最 大 値 60. 6 42. 1 59. 8 62. 7 0. 6 15. 3 21. 5
平 均 値 12. 6 15. 0 22. 7 13. 1 △ 2. 1 5. 0 7. 0
最 小 値 △ 24. 9 △ 7. 1 △ 5. 8 △ 9. 7 △ 5. 5 △ 6. 1 △ 7. 0

代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
100. 0
75. 0
50. 0
25. 0
0. 0

-25. 0
-50. 0
-75. 0
-100. 0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値
平均値
最小値

（2020年 6 月～2025年 5 月）

上記の図表は、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したもので、過去 5年間における年間騰落率（各月末における直
近 1年間の騰落率）の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示しています。
※各資産クラスは、ファンドの投資対象を表しているものではありません。
※ ファンドの年間騰落率は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額に基づいて
計算した年間騰落率とは異なる場合があります。
※ファンドの年間騰落率において、過去 5年間分のデータが算出できない場合は以下のルールで表示しています。
　①年間騰落率に該当するデータがない場合には表示されません。
　②年間騰落率が算出できない期間がある場合には、算出可能な期間についてのみ表示しています。
　③インデックスファンドにおいて、①②に該当する場合には、当該期間についてベンチマークの年間騰落率で代替して表示します。
※上記の騰落率は直近月末から60カ月さかのぼった算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
※資産クラスについて
日本株…………配当込みＴＯＰＩＸ
先進国株………ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株………ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債………ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債………FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債………ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイド（円ベース）
※指数について
●配当込みＴＯＰＩＸの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知
的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し
ます。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩ Inc. （ ｢ＭＳＣＩ｣ ）が開発した指数です。本ファンドは、ＭＳＣＩによって保証、推奨、または宣伝されるものではなく、
ＭＳＣＩは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。［https://
www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html ］●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをも
とに算出されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的財産権とその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しています。ま
た、同社は当該指数の正確性、完全性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。● FTSE 世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLC により運営されている債券インデックスです。同指数は FTSE Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は FTSE Fixed 
Income LLC が有しています。●ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ　グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いと
みなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan から
の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドの組入資産の内容

純資産等

ファンドデータ

項　　　　　目 当 期 末
2025年 6 月16日

純資産総額 987, 493, 934円
受益権総口数 699, 837, 921口
1 万口当り基準価額 14, 110円
＊当期中における追加設定元本額は728, 838, 034円、同解約元本額は106, 124, 217円です。
　　
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（注 1）上記データは2025年 6 月16日現在のものです。
（注 2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※ 当ファンドは、上記組入ファンドを通じて実質的な運用を行っています。次ページの「組入上位ファンドの概要」には、組入上位 3ファンドまでのファンドの内容を掲
載しています。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

■組入ファンド等
比　率

ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド 102. 0％

日本・円
100. 0％

マザーファンド

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％

102. 0％ 102. 0％

日本

110. 0％
100. 0％
90. 0％
80. 0％
70. 0％
60. 0％
50. 0％
40. 0％
30. 0％
20. 0％
10. 0％
0. 0％
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ダイワ外国ＲＥＩＴインデックス（為替ヘッジなし）（ダイワＳＭＡ専用）

組入上位ファンドの概要
◆ダイワ・グローバルＲＥＩＴインデックス・マザーファンド
（作成対象期間　2023年12月１日～2024年12月２日）

（注１）基準価額の推移、１万口当りの費用の明細は組入ファンドの直近の作成対象期間のものです。
（注２）１万口当りの費用の明細における費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照ください。また、円未満を四捨五入してあります。
（注３）組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注４）国別配分において、キャッシュ部分については「その他」に含めています。
（注５）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。
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外国不動産
投信指数先物
3.0％

外国リート 92.3％

外国投資信託証券 4.8％

その他 2.9％（％）
■資産別配分
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70.0
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現物 先物
アメリカ
2.2％

その他 0.8％

アメリカ 78.2％

オーストラリア 7.1％
イギリス 3.9％
シンガポール 2.8％
フランス 1.4％
カナダ 1.2％

その他 5.4％（％）
■国別配分

アメリカ・ドル
80.2％オーストラリア・ドル

7.1％

イギリス・ポンド
4.2％

ユーロ 3.3％
シンガポール・ドル 2.7％ カナダ・ドル 1.3％

その他
1.2％

■通貨別配分

■１万口当りの費用の明細
項 目

売買委託手数料 4円
（先物・オプション） （1）
（投資信託受益証券） （1）
（投資証券） （2）
有価証券取引税 2
（投資信託受益証券） （0）
（投資証券） （2）
その他費用 19
（保管費用） （9）
（その他） （10）

合 計 26

（円）

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

（2023.11.30） （2024.12.２）

■基準価額の推移

■組入上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

PROLOGIS INC アメリカ・ドル 6.4％
EQUINIX INC アメリカ・ドル 5.5
WELLTOWER INC アメリカ・ドル 4.8
VANGUARD REAL ESTATE ETF アメリカ・ドル 4.7
DIGITAL REALTY TRUST INC アメリカ・ドル 3.6
SIMON PROPERTY GROUP INC アメリカ・ドル 3.3
PUBLIC STORAGE アメリカ・ドル 3.3
REALTY INCOME CORP アメリカ・ドル 3.0
GOODMAN GROUP オーストラリア・ドル 2.8
DOW JONES US REAL ESTATE DEC 24 買 アメリカ・ドル 2.2

組入銘柄数 294銘柄（先物含む）
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